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ポリエチレン利用によ　る

保温折衷苗代に関する2・3の研究

第1報．　実用性につい　て

盛　　　正　勝・八木梼　六二郎

（青森県農試）

1．青森県の米の10アール当り収量の推移

青森県では昭和24～5年頃まで300軸台で全国的には

中位であるが，地理的環境から気象的制約によって稲作

は極めて不安定で，いちど低湿に遭遇すると甚大な減収

を見るのが常で，昭和6・9・16年のような低温年には

10アール当り，150毎を割り，北海道に次いで最下位と

なることが珍らしくない．

しかし最近10アール当り収量は著しく増加し，昭和30

年は全国的な豊作であったが，長野・山形・福井に次い

で第4位，31年は夏季冷低であったにもかかわらず，長

野・宮坂・山形に次いで第4位，32年にも第4位，33年

には10アール当り448．950毎で長野に次いで第2位に躍

進している．

このことはひとつには，藤坂5号・トワダ・′、ツコウ

ダなど一連の耐冷・早熟多収品種の出現と，急速に普及

を見た保護苗代による健苗の早梅にあるといっても過言

でない．

2．青森県下の保護苗代の普及

青森県での保護苗

代の本田普及率は，

昭和34年度に96％に

達している．その内

訳はトンネ′レ式畑苗

代28％・保温折衷百

代が68％で，依然と

して保温折衷百代が

保護苗代の中核をし

第1図．青森県における保
護苗代普及状況

ているが，ここで注月すべきことは昭和32年頃から耐用

年数と価格の関係から，従来の油紙に代って薄手ポリエ

チレンによる平張りの折衷苗代が急激に増加してきたこ

とである．昭和32年に16．5万椚2であったものが34年に

は50倍の825万別2に増加し，本田普及率は30％に達して

今後油紙に代る債向にある．

3．ポリエチレン平張り折衷苗代の実用性

ポリエチレン平張り折衷百代の実用性については，昭

和32年から34年まで試験を実施した結果，従来の油紙と

同様の実用性のあることが認められたので大方の参考に

供したいと思う．

試験結果は以下のとおりであった．

1．床内の温度
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第2図．床内温度（34年度）

床内の最高気温はポリエチレソより油紙が常に高い憤

向を示し，特に日照の強い日にその開きが大きい．油紙

で500C以上となることも珍らしくないが，このような日

には5～100Cポリエチレンが低い．これはポリエチレン

の内面に結ぶ水滴が多いためと思われる．被覆後半期に

なってもその開きがあるが，前半よりも小さくなるよう

である．油紙が油気溶脱して通気性が大きくなるためで

あろうと思われる．

床内最低気温は被覆前半は油紙が高い傾向で，後半油

紙の通気性が大きくなるようになるとポリエチレソが高

目の傾向を示すようである．

2．苗の生育

苗の生育については3カ年ともほとんど同一憤向で，

首長・菓長・葉巾・生体重・乾物重などの諸形質につい

て両者とも実用的にはほとんど大差がないが，除覆当時

に油紙区に若干の菓枯れが見られるが，ポリエチレン区

にはほとんど認められないのは，床内湿度の差のためで
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第1表．　苗　の　生　育　比　較
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あろうと思われる．

3．光線の透過率

モル・ゴルチンスキー日射計

による光線の透過率はポリエチ

レンは90％以上の高率で，使用

後でも，0％前後の透過率で，油

紙の使用前の62％に比べてかな

り高率である．
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第4図．光線透過率

4．結　　　　　論

保温折衷苗代で温床紙の具備しなければならない条件

は，熱線の透過率の高いことと適度の通気性をもち，耐

水性があって強靭なことであろう．現在市販されている

温床紙はこれらの条件を具備しているが，一度使用した

後は油気の消失により熱線の透過も低下し，且つ紙が脆

弱となって破損し易く，そのままでは2年の使用が困難

であるが，ポリエチレンは油紙匿比べて通気性に欠けて

多湿とな卑ようであるが，熱線の透過や耐水性・強飯性

がすぐれて2年の使用が可能であり，問題は主目的の育

苗であるが，その生育は油紙被覆と何ら遜色ないが，た

だ多湿の条件となるので除覆期を失すれば苗が徒長軟弱

となることが懸念されるので，除覆期に注意すれば油紙

同様の管理で使用出来るものと考える．

なお2年日使用の際の水滴の問題・煉炭の用量・ポリ

ユチレ∵／の巾及び厚さ・有孔のものなどについては次の

機会に譲りたい．

青森県南部地方の水稲ビニール畑苗の

育苗法に関する研究

田　　村　　繁　　司

（青森県農試五戸支場）

ま　　え　　が　　き
いていたことはいうまでもない．そして30・31年の鳥取

的な実験の結果，畑・乾田・折衷様式の差には活着並び

青森県南部地方でビニール被覆苗代が検討されてから　に初期分業発生に決定的なものがあり，且つ播種期・挿

5年日となった・具体的な育苗操作が主体となって研究　枚期試験から当地方の適期は5月10～25日の好天を選ぶ

されたが・内容的には良苗とは何かという基本理念が働　という要請や，また活着条件として苗舟植（首振り後移


